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財務⼤⾂会合

• 連結性
• 都市化

議⻑の友

財務⾼級実務者会合
（ＳＦＯＭ）

• 農業技術協⼒ (ATCWG)
• 腐敗対策・透明性

(ACTWG)
• 緊急事態の備え(EPWG)
• エネルギー (EWG)
• 違法伐採と関連貿易に関

する専⾨家グループ
(EGILAT)
• ⼈材養成 (HRDWG)
• 海洋漁業 (OFWG)
• 中⼩企業 (SMEWG) 
• 電気通信 (TELWG)
• 観光 (TWG)
• 交通 (TPTWG）

(CTIに報告）
• ⾃動⾞対話（AD）
• 化学対話（CD）

• ビジネス関係者の移動に関する専⾨家
会合(BMG)

• デジタル経済運営グループ（DESG）
• サービス・グループ（GOS）
• 投資専⾨家会合（IEG）
• 知的財産権専⾨家会合（IPEG）
• 市場アクセス・グループ（MAG）
• 基準･適合性⼩委員会（SCSC）
• 税関⼿続⼩委員会（SCCP）

作業部会⼩委員会/専⾨家会合 議⻑の友
• 企業法及び統治
• ビジネス環境改善（EoDB）
• 公共部⾨管理
• 規制改⾰
• 経済法制度整備（SELI)

産業対話

(SCEに報告)
• ⼥性と経済に関する政策

パートナーシップ（PPWE）
• 科学技術イノベーション政策

パートナーシップ（PPSTI）

(SOMに報告)
• ⾷料安全保障に関する政

策パートナーシップ（PPFS
）

政策パートナーシップ/
産業対話

サブ・フォーラ

• 競争政策・法グルー
プ （CPLG）

予算の決定及びプロジェクトの
管理・評価。

域内の経済問題に関する調
査・分析及び意⾒交換を実施。
構造改⾰関連作業のとりまとめ。

ＡＰＥＣの使命・活動の中
核をなす貿易・投資の⾃由
化・円滑化に関して、課題の
抽出や協⼒促進に関する作
業を調整し取りまとめる。

ＡＰＥＣメンバー間の発展の格差
の縮⼩と成⻑の障害の除去を⽬的
とする経済・技術協⼒（エコテク）
活動の強化や優先事項の調整。

APECの組織

Policy Support 
Unit (PSU)
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ＡＰＥＣ事務局長 レベッカ・ファティマ・サンタマリア （マレーシア）

任期：２０２２年１月～２０２４年１２月（３年間の任期を予定。２０２１年より契約延長）
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
（略歴）
２０１９－現在 APEC事務局長
２０１６－２０１８年 ＥＲＩＡシニアポリシーフェロー
２０１０－２０１６年 マレーシアＭＩＴＩ次官

●所在地
シンガポール共和国
（建物は、シンガポール政府からの無償供与）

●職員
APEC参加国・地域から派遣されたスタッフを含め
約６０名（２０２４年時点）が常駐。

日本からは、経済産業省、外務省からそれぞれ１名を派遣。

ＡＰＥＣ事務局

●ポリシー・サポート・ユニット（PSU）
２００８年の日豪共同提案に基づき、APEC事務局
機能強化の一環として設立。

貿易・投資の自由化・円滑化、構造改革、エネル
ギーなどの分野で調査分析を行い、首脳閣僚に
対して政策提言を行う。約１２名（２０２４年時点）
のスタッフが常駐。

ＡＰＥＣ事務運営について

※ APEC事務局機能強化の一環として、２０１０年から任期３年の選任事務局長制を採用。
初代APEC事務局長は、ヌール・ヤコブ元マレーシアWTO大使（２０１０～１２年）、
２代目は、アラン・ボラード元NZ準備銀行総裁（２０１３～１８年※２期６年）


